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巻頭書

西田稔

 .水産学会九州支部千.会から水鹸喚良普鵬鯛海㍗二・
 ック会議が地元で引続ぎ菌催され.当爵の本努はそ.の受入1

 ・れ革傭と進行ビ河かと・あわだrしかつ・た。とにかく悪事に

 !済々でホイξし把ところへ1皇太子娼御内定の発表一があった。
 ラヂ方寸子1/ビ、新聞雑誌あら一ゆるジセーナリズムに敢I

 上げられ、各方面の感想も儀完られたが私の知る配りでは・

 真に好評Iさくさくであ季.。理由は皇水子殿下御I自身の御者
 が強く影響して・し・ること、旧来の箪憤1年ら抜け出して選考
 の範曲.を拡げ、一鼓住民の中かウ立派な方が決められたじ

 とにあるようだ。畑ち自主怪と科学怪の尊軍に対す.る多教
 理民の共感であろう○一

 反寿意見の人も絶無と沈思えないが二事の性質上から&

 ・叉現在大衆の思想傾向からも辛れ砿とうてヒ・マス・コミの一

 軍象にならぬだろうし・若し乗せてくれにとしてもム興牟
 ら相予にされそうにたい・銭・砿日常・の仕事.柵劉的に最
 良・進歩一を基盤とする杷.やであろう鼠欝建的・罪科学的

 な考え有だ反比つを威ずるだけに今興の決定は心牟ら御慶
 び申し上房ることである。

 こムで同時に比較するこ・とは少し筋違いカ;も知れぬが、

 自動軍の.蟹笛廃止,メード〃濠の施行、文書の左議書など
 たど.やればでき一るこ・とが実踊しつつあ・るのは蓑に心づよ'

 レ・,これらのことがI容易に、.努力なくしIて実現したもので.

 ないこ.とは云うまでもあ笛まい。.皇太子様の御蓄にしても

 .生物学u慶史学、社会学その他いろいろと身につけられた

 幾年月一にわたる教養の総合であ'る。蕾の騒音防止にしろ、

 メートル法にしろ..焚書の横書にレろ素数の人.々が期間を

 かけ科学的に研究し、か・くあ亭が良^二と・云う結論.に立つで
 後も確心をもって実親に努かし続けた結果であろう・

 こう素う人を相手の仕事でも実に多大の箏カが必要であ.
 '・]一∴



 るのに鶉々の仕事の多く1よ畳む世界を異にする魚等が相手で

 ある。水産試験場の漉一ざ藁巧の仕事で海捉。改編“掌

 確に寺一る・ζと・鎮舳1予報宇1目標にしようと.云う篤敵なり
 群旨象を'なで1る式で敬かムったのはつい近頃のことであるg

 窪年のよ.う一に試験船を一般業者船より大型にし、父継進ん

 だ装一億をして薪漁場や新辞法の繍鯛をするという帥は
 引緯ろしてしまわた・いまでも一小さいものを揚げざるを得ま
 レ・。.ゼとす・れば漸く揚げ走ばかりの漁理研究、漁現予報と云

 う旗印は次矛に大きなもの・年。より・高一く揚げ・るように暦力す・

 .ぺきではなかろうカ='ところ.が関係看の会議や・その折にふ
 れてこの仕事に対する不信F.・不騎力・戎菰議かがや?てから
 叉睦や1るだξラと云っ婆{よ。う鵬関1自な峻頼心から出ると思
 われる発言を聞くことがあ・る。これ航日本人の通へいと公一わ

 ・れ;るア。キ多さ・朱バリのなさ.を物語1るもののよう下少々心細
 い気がする午や奄、ぎ仕苧だとするなら50年や10Q年続け
 てぷ・今1かつて見たらどんなものか。

・2・^・



 (.一一一_前号より続く)

 棒受網漁業調査I報告

竹下克一

 △礁鋲

 ユ)漁場,{魚老箏宅)4崇套

 始め砥靖;対邸=劃虐し岬.を.まつセ魚群=裸一知畔娼一呼し
 縮を全.睦、で鐘蓮さ乳な二字=ら1組1L・la・=叉び・卵を綱し

 宇が坤鷹牛にある.賢茎:w探
 照㌣こ‡㌘各々片苧ず仰琴
 午蝶、軍、ξ三派鮒叶な舛
 ら魚群発見に勉む。.

 一毅{仁サンマ岩手植葦葦.繕…を'0兆

 しており探照1打㊧照紺を

 三重けると照射'鶴曲肉の・魚

 群i茎照射芳月に阿って.癖
 直…上に飛錨する。これが

 疎であ枠ば墳魚・世ず商探査を

 は表層の.廿'ソマ館・F;嬉一与ソ

 マ沸が押し叩るが如く表膚㍗.マ群は・海1一再1土ユー≡州上
 にも飛鰭するか,或砿・:簾黒幻'の・、羅二対篭・園内出面に密に飛

 機ホ騒られる堀か工ろ群を発見し肥ら花ユぐ“・砿一3①集魚

 何一}、妻ミ王し..鉛'を停止噴'る。

2、

 庖ユ～雄8の全集魚、打を点灯し椿を停.上オる鱒(魚群が

 近く'であれば停止と同時に藁追考Iる)船を風に立てる様

 に操船する'(この鴫41一生駅を張Iる)船首を嵐に一立一て集魚、・す

 る箏5分“・ユO分位で港の周・圃砿すソマ籍わ飛藩で藁自

 /なる様であればすぐ投紬準騰竜.ザト十一・1・柚上も
 桑^して魚靴1棟であれば次の魚群の発一克と紅うる。



 3)投網湊1・'..

 投網は先ず船首を嵐一下・一点・に岡け亨口ち=投網神童!牟絃)船
 首3点内外ま一り威を阿けるように←集魚灯の一右舷側全灯
 (κ6～魚8)を宿し右舷側の集魚灯下に魚静が充分に
 移動し完ならば投網を開始する。(左舷側の舶帆を張る

 箏も…叫靴行う)
 投網泄始牟向竹を投人し次いで前石を残して一網地を全

 鉦没λし張出し竹セ突出一して鼠カと優眠し竹一とによ珍河
 竹が左舷翻を5}6女雛'れ鮒石が網地の申へ藩ちないよ
 うに網地が舘を離れたら前石を投λし範網を錘ば十。

 一をの時南蒲線引揚ワイヤr脈一充分に(前細長と贈縁長
 幸加えを長さ)..卵し向付.が船と平行になる土うに鯛
 で前進戎は停止を行うて繁船し充胴張出し竹が張.った
 ら魚群の嬉人・に移札差し嵐が即・揚・合成.棋風力より溺
 琉が強い暢官右舷側一より潮一流を受けるさうにずる。こ雫
 .岡竹投入より飾石'投入終り迄の時間壮風力1潮力にもよ

 之が風力3前嚢なら・ば3分、4分を.必要..とす一る・一'
 4)魚群の導λ一

 塔人方法菰各船頭或はその時の状庇によρ若干の相運欲
 あるが大寄次の要領で行う.

 工漁具を役人し壷錨し竹が充・分に覆る碩脆6～花8の主

 宰寅側集魚灯を点じる。

 辛驚平2を一㍗榊1尻Nlア敵綱を終
 ・尻ト舳宇消す;騨が.舳力戦移動Iを幣えセら
 ム尻5を消札.一.・'、一I-

 5率gを㌣・
 ξ右舷痴の魚群が全蔀左舷側に移..動ずるを・見計らって届

 6}九?・を浄す.。'I
 ?魚群が全部網1・・中一に移!鋤したたら滝κ8を消す。

 a魚群がκ9の赤灯下を■連動を起すようになったら携

 .網開始を行.う。

一4一



鉢一

 舳6㌃項8の左舷灯を点じてより揚網・弾苧ま三1㌃
 30秒～2分間を察すσ

 文月令が・I・日章築卵あ効果が簿咋蛸舷側よ
 り左舷に魚群彼捗勧し難い9でこの時は船首3K町探
 蛾灯で右慈から左舷ぺあたかもほ一うきで帰一くが如くし

 て移動させるようビーする。

5)楊網

 場網の合図により揚網機を運転し前綱を引上げる。

 .前縄の引上げ遷霞は普通ユ4K～.ユ5々勉であるが船の

 口川'ゾグ等一意鰍川1等の場合砿半クーラツチ靴
 して替上げ嵐然蝋徴であ犯一1ま萌細畢1・をユ脇～■O
 s、駆鐙寿一郭揚は一み。

 繭石が一舷側水面上に'来れば人力で船上に引蕩げ縄操り

 を始める=のであるが前石の水歯圭に上ると局時に歯1妻録
 引鑑ワイヤーの巻上を開始し魚群の磁力同への逸逃を防

 止すIる。父網操りを働けるため河竹引審せワイヤーの巻

 。。取りも開始する。縮を壕り・終り同竹が舷側に来犯ら引寄.

 せワイヤー縁引揚7Iイヤーて巻しあ手向竹を釣上げρ図
 .の・2図の・如くデ・リ・ツキより7.㍉クで止めておき漁獲駒の
 敢鑑げ'にがム。る。一方一集魚を砿河竹が絃近くまで寄せら

 れ'たら次の集魚の為右」舷側は全灯を点し集魚に勉め、る.
 綱の投入より飾綱引揚げ鯛一始までの所要時間減6m～

 30S揃譲を要し引場げ艇り・ま.で?秘～畠O・S碑薩を要
 し魚獲物の敢揚げ往補記(場貿装一竜一)で述、た如く大タ
 モで敢人れを行うが工000メ～えOOOメの漁獲、であれば弓

 ○帆～30舳間を必要とし投網より次の投=網開始まで

 忍O00メぐらいまでは30m～40.秘で処理を終え、若

 し漁獲砦無等の場合は■2秘㌻■阜秘で次の投網が行え,

 る。

 漁獲物の敢揚げ苧終れぱす.ぐ次回の投網を開始し向一竹
 を投入し前回と同じ方法で藻薬を行う。

出一5`



 6)乗組賢の昨筆記覆

 ユ。σ屯級漁船でポ..柱氷面よりあ11豪1場ポlli㍉11
 なり従って岡竹も太く網地も充略素を衡霜してあら、叉
 好漁の日は連続一夜中にユ56回の換嬢を行うので40
 名以上.の入貢を必要ξ.する。各銅蕾を示せ一ぽ
 イ、.巻上一サラ今係4名

 口、張弔し竹係2名

 一・前石と前月の闇の網操人・貢,些名×アケグ28名
 、㍉竿頭ユヂー鯛郵斗.名綿■名
 ホ、揚縄綴.一ユ名

 の計手.・名砿早非必要で其g他魚倉警の係が紬の場・
 合は必要となるぺ.、

で

 △稽.営

 工)漁率種類攻ぐ漁蟹漁期一
 本調査対称船天塩丸砿主に牟つお竿釣魚繋とさんま障受
 欄魚靴より蝉されてい乱一㍗初春漁のかつお漁選・
 を、8月違1主に小笠漂議路で撮薬し時蜴的にはウラカスー

 方面.に.章で進出し蕪喋し・千いる。からお漁礎億年'罰8～
 ユ0航海実施し年間水醤壷I額の約半分をこめ操嘩で揚げ
 てい.る糸3ユ年度の好漁をビークに旗況、漁掘、食料蟹

 燃料費等の娃蟹の増大にともない近年さんま購受網漁秦

 による雛の地雫苧大きく一なり.b一ムあ机
 __.・山6・・



 かつお漁薬の終アし妃9月よクエ2月塗埴さんま漁榮を

 ユいi・鎮海している.・さん琴.漁繁砿短鯛で賦ある

 が毎午.60。万～80㍗の水和一行い・そ一字翻とか・・
 お煎薬のように必要経費が参なくて鮭一首苧して溝有利で
 あ一る月'...一ユ・.
 別表でもわ.かる'ようにその必要睡蟹は水揚嵩のi割2

 分前鐘(沼布口32年度)一であるに比べ、牟つお漁繋で念

 帥・ユ年の好漁の年で一も・・割・争宇必要・とし普通の年
 で6翻}7割の大:謹薮を必要'として帆る。

 燃しさんま塑雫も年々沫轟と・在るの舳1{かと懸帝
 されるので合理的。が壷ま〆一=雰警叙、、

 .次にユ・二'紬つ叩鮒紬月迄は舵ま煎びん丘
 が幽漁や北大†鮪区で一案飢Iてレ・・るが・'軌魚紬・
 値の漁種(メ.1二.テ.率プb磨錘もあり・鮒の紬岬の厳
 護よ・り有利セあミるが.漁一獲率が非常に少な.い専攻ぴ時期的

 一に拳卿呼子楽ザ風薙であ卿点か車東支部海方
 面の今1呼雫1千1?遠出が望宇れている、おり・或る舳千
 32年憂I肱築海で実施.し初1蓬鹸にも加工わらず一統平均

 工n。・メを上姻.・る漁獲を=対しれ・る。・.
 譲.鋤表に紋天鞍丸む永繍をして踊隼丸の睡饗内訳

 書を書目義I一し肥。I'』一

 さんま漁襲一を新しく築嘆する・場合。電柱の鉛の毅鶯の違

 い載昧殻業内容により設祐奪費倣縮当な1嗣違稼・あるが概
 略次のような設備費は必寝であるう〇

 十ゲブ,'メ(二泰・・''=1舳・・如。1…
 唯一率機....!5α。OO向舳。0

 。己ドラム設蜷蜜一.・10α・O・哨一.外

 .ム揚轡蝉碑装電.'.一.、一舳岬m帆
 I岬板上各誌櫨.・・一一亀g・川ゲ～ξ・α。・グ
 略筆HH五基工O舳O??.内外
 次び果魚簑慶

 一7r



 卵新・し1さんま療受網漁裳を開苧すれば維忍岬。・。
 円網裳は必要でえる。

 次に毎年縮充蟻は敢。替える蜷襲では

 工廠臭'、

 翻魚貝でさんま時期だけ使喝寸るも.ので.あれ畦2～5

 年菰使用できる.が毎年その二部を一.新縄と取替'え使用し

 一ており出来褐れば2統以上を蕨有し了鰯ずつ取替使用.
 オる。

 2ワイヤー類

 ・さんま緯受網で砿ワイヤ.一類.の錠照は青く、飾鋼磐は
 毎年新品と取替え古餉網は他の部分仁使用するので徽一

 全使量の半分菰毎1年取替えるように渡る。

 &そ・の確

 池撹その使潮鐸度だより禰違.が牽.るが圭.に稽允すぺ.き

 舶で砿集魚灯用納甲榊用キヤ㍗㍗一の二都
 '∵滑車類.,同待、張出し竹等が奉る邊

 天満丸・姦・営調牽吉;

 (単位上O・σ6円)

 天満丸ユ・手一.O・$….腰
撃期
 まぐろ、一とん僚髄鰯・漁葵ユ2月～2月

 かつお殉橡選・3月・～8月
 さんま棒受網漁業.9月、ユ2月

利益配分方法 ユ

 水棲高一大神謹費=純益×万=鉛全戸船員

室1

船俸

機関

補磯.

 ユaO00一

}000-

980一

`8一
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娼相3易年度捧受網交錯入錘鐵内訳書

自沼.和昌2一年  g月。ユ2,日

 至.昭和3・2年ユ2月20目

 ナー一入1

 ア紅揚1萬(サゾーマユOqO00メ)

aワ6ワ384  (■2航海分)

 ナ出

 水I代

餌料蟹

船資深謹薫

賦課盤

 ノ雫・信蟹
 阜架手当・・
療費

工086.400

 4ユ7篶82

25α997

26q952

46.OOb

 ユα07-1

 3&丞QO一

ユ6.690

薬品蟹1蝸60

 修理欝肌O.56

 消耗品蟹∴'■6工垂02

 雑薮↓㍗暑O

永代舳80

入港蟹27昆200

 食料鐙]一91L9よ琴

 針え82I黒852円・



 天満丸年ど別支出内訳書
 単位、1000円

 年霞..・
墳邑一

 I市場手数料

 .犬.イ申錐轟三・

燃一科

鋸料1

毎賢.費

漁具撃

 圭.`食蜜.一・
 副・食費

兆一代

 ・通信鎧

信仰姓

酒果子鐙

医薬一代

点灯艦

消耗品藪

 操縦料・

費

税公費

'交際憩

 祝.賢・一・蜜

 I国書

麓雫犠
 兆一.・代

支払利息

 確甲一・・幕■下落月
929
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第2.明生丸盤宮調査書.

 率2明生丸一。二.!.
 89-Oユξ邑250浪妻ブコ

 乗組貢40名高召和29年4I月7日進水
漁薬種類'

 4月～8月かつ招竿釣漁薬

 9月}■2月さんま漁薬

 一ユト.3月底魚'本釣藪?ト㌣ポ延縄一漁芦
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 .漉・呉
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樹益配分法=

 純益6吾を船貫一側鮒舳側
隼聞漁獲収入

   
     
1
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        貫目騨漁獲量金額鎌毎漁獲量.一.壷類.
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 一ユ2一
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 あじ、さ嵯律受網漁業調査

 (ブ)調査船の怪1能よ
 船名一一・'妙一霜丸・

 総毛数29.83審I

 鈍屯菱を1a■9tOn

 機関1一主機デイ土ゼ〃・ユ20伊補機なし0

 '無縫無線機3W超短波無隷電話ユ基

 乗組貢一目■名

 (二)一漁6ウ設備1'一

 ・本、あし、さば捧受網漁築は昼間だけ操薬するので集魚打設

 備は不要であり・叉海面より・舷童での高さが低い・為阿竹を一船

 上肥引即る設濾・.網糸が小き1一目合が割合太いめで.さんま
 棒受網漁謹で後月するような揚貿装置等一.切木要で、一た∫圭

 な'も一あは姦網撃一台、肉スリ機'婚の装騰(無風状態の時政
 ぴ操船を容易にするため使一席する)だけをす.舛は良.い・
 イ、揚縄灘

 音首簿罫6本巻.を使戸膏

 口、同上駆動装蟹

 主載より中次翰を藩内して駆葡しており,講達観格簿さ

 んまの場合と同様た方漆が使嗣.されている。

 デ模淳
 /r…醐・・

二町
 .一ユ4・



 ハ.発達・機

 ユHτ㍑KW一、・KW・冶.
 さばはね釣漁繋・を離する揚年ユ・年プ㍗KW
 は・陵用し3KWを・一般船内打・として使用する。、一

 二。散水磯L

 口径ら"荻び82台

 散水機は散歯を・鐘用するこ・と・パ或純一撃薙用と,し千鳥"
 径一台幸使用するが。睾"径の一散攻機は近海かつお鈎漁
 薬を実施する場合使用する。

 ホ、肉稲機

 大型肉寺、妻穣ふ台を装飢・/舳・舳～…1翠篭鞭
 となるよう・中塗軸で駆動.する～二・

 (.人クツチ.を装備する)
 、、.一号セ駅;.2之びステイスー〃

 船尾機に雄帆を装備一し.前機に煤小型・の平テイスー牛を
 .袋騰する。一このス÷イズー〃破風のある諸合嫡の、投身
 をするもの一である0

 ト.・橋

 長さユ5尺～ユ6尺の4トを幾債し声舷側に婚雫を

 ダ〉/!一

 湾/＼
 ＼上々∵

 一一一、.」,二王'一重し

 チ;.其の極の設鐙

 操薬串に於ける操船残鼠向カ、瀬勺1オ1を常に審摩して
 船頭の蒲一姦揮の下に敏速に壱う総主1二心嚢で着るので

 {"I山携詣を詞様に弔えるよう給も上、こ主機

・ユ5'



 のクラツチを遠隔1操従できるよう装備する・

 lj、.乗組一貴一・・ぺ

 乗組貴は最・低30名を必要と1二。ぎ図のよう.な.配蟹で採

 集する。{。

 抑ウ

t

仁
 漁法・'、一,

 ■)漁場酎近を魚探で探査し記録が現牝た.。ら船を風岡に

 立てて停止し・.散餌(=咋セ～を散布い～(下一図参
 一照)・㌍コマセ(一一貫入位)を入れて水深15K僅まで投
 ・人し引上ヴながらコマセを箪布し魚群の誘講する叉g名

 ・.'程天的で探ぐりを入れておき船上からたえず.コマセ。を
 散布して歯く。

 不釣で魚群恥'尾でも釣れたらコマセを多量に嶺布
 しポ・ウシを3本位養す。(基本コマセとなる)

 A軍事ウシを差し終えセら揮縄オるのであるが篭本
 コマセで.鐸:付けてある魚饗が投網のため逸散オるので投

 網は基本フマセ.よ・り風上に離して投I網ずる基本ママセよ
 り離す方法砿始め左舷に操船(B図・)し、次に風上に立

 て(C図5'次に右舷に擬繕する。(lD図)

 右雛紬する場合鯛力に辛り操船するの子あるが
 回転を急に早くする走め(機関だけでは前進しすぎえ)

 前藩にステ・イ.セールを擾一9叉船首より婚去一も0らで船首部
 を早く右方に回転させる。船体中央部操舵室前部に風力

・ユ6・



 或は潮流1に、より塾本フマ'声が流れ付く一ような位穫に来た
 ならほ投網を開始し帆甑都ステイセールに威を強く受

 けるようと張る田図

 投縮中涼阿竹と船体部'平行になるよう操姶する;F図

 基本コマセが船体中央部に流れ付いたら左舷より散コ

 ー一マセ或楓ボウー・シを差す(ボウシの数は4本～■O本で魚'

 群の多O・;握数を増し敵コマセも多.選㌍する)G・図

 左舷より.差・しだコマセふ鋼中央駄鮒たら揚網を開
 始する。量図鑑網曜姶・師緻が霧り前・石幸船内に最大
 .一咋ら右舷1翻では次回の基本コマヤを役不する(工図)
 盤綴字終一えた時の船㍗牢餉菌輿皿回の投網踊始の状
 師一あ㍗です㌣一次回の投網を実施するJ図
 以暖ぽ漁ρあるまで江O回でも一20回でも痢一一場一蕨を

 前回向・様な方蝶セ操薬する;

 2)網成り不'良の一場合其め池

 ・職虹5、申.和船体と平行であっても細.成ら沈溺帆
 より船首部靴緯.尾咋片寄ってい、る場芦苧常.である。
 いず㍗場牟でも一左舷辛'り役不するづマセが網由美部に
 棄る幸う其雌ヅ船首部・一船尾部:中来部午其g時の
 状鮒一寺り違うの芋あ机
 嵐のな一も場合准1風の代りと櫓を船酋より2÷・.船尾よ

 り㍗イ護本咋鈍体中弩に舳亨くように操船
 す為1。。いず札にしても葡述の霧依'形の擬'総状態となるよ
 う風力』鼠伺潮流.遠向を譜籍繰婚する二

も)コマセ

 コマーセは一鼓に片口イワシ類稼多く使'用され、これを肉

 挽機を通しセそあまふをボウツに使用し敬コマセは苦手

 繕水で溶かすも・一般さば佐和釣で使脂する握には溶かさ

 ない・プの使腿舳の良い時種多手鮒ジ回で大
 体4斗夕1レユ本～好漁の場合で4本内外を使霜し一目

 一■?一・



 40回～50回操業で800メ前後を使用する。

操船図

 投網の縄張り中



 網成り不良の場合のボ.ウシ
 投入位置の1例
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綱類材料表

ド

称亭
イコ

'^ゴー
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 脇引揚ワイヤー

 向価引寄せワイヤ』1
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 岳貨用その触
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網地配置図.



奄美短信

 △もはクミ千ニシ(季錨一風)め竿く声期とな・≡和薯曹に
 冴11咋亭雲一さん.ご礁印け1咋疲・卵ゆれるぐナ・†
 岬自い葉裏など∵'b部の到来幸害ぼて叶.・こ

 ぺ1叫リ月拳い・i淋1書.さ乍/・寒亭な島本土㍗勅え
 ㍗1嚇.と午り・・㍗プツ1㌃も㍗1㌃一
 へθq

 今やがて製癌が始まり踏で航しい眠饗の時稗と㌻る・が・
 台風の来なかった今年の'島民の表情砿阿と,なく釧る二いよ
 一うIだ。カツオ釣魚業も終1漁期を迎一えたが例'年よt)懇漁し・

 たと各葉者のイ†も荒い』.
 △大島郡では年に一回青年団主穫による「若人の粂輿」と
 嫁する行事がある。今年・妹瀬戸内靭が当酋・で↓o月.尾ひ

 26日に港察りと併せて魔大に行われた。・なかでも125

 ～26日の各市町相対抗の相撲大会砿人気を糸一ぴ、全島

 から奨ま.る・観・衆で古仁屋の鴛ぽごつたヂたし一た。..
 ■峨軒の脈郎溝貴札止めでゴ・率.千分宿都有様で
 あつれ瀬戸内町鎧・筆1技がサケ月11岬合師古雫
 励々だ甲斐あってぺ・跡俸・興人戦キも午遼贋ン、弗㌧...

 △今更言うま.でもな予.麻美の桐繁燕は盛んである。.、本都県.
 身の朝汐関は今市日本中以気を窮め、妙る・が口1謡美め''
 プアy。(とい?て{も老若零女全部民であるがザた.と'つ乍
 倣婁仰以上一のも.ρ・亡三;ムる3.蜜るファニノ砿鶉汐の=…一;=二
 と渋ると帽くのがこわいと云ってラジオから遠=者かって

 目を閉'じてレ・る淳子は全くいじらし～

 魂汐ρ勝つだI日ポ焼酎の売れ行きが一ぐっと上るそうだ㌔
 .勝っても轟け一(もr召ショ'一ヅ..召シ冒!」'(飲めや飲

 亭寺の意)である。.,・、。い、。..、
 △さて昭和6年麓てられて以来29年1一男、水産加工揚と㌫

 て広く…1ミ≡1尋亭れて幸蓼=幸分場の祁工札割靴1繰筋一プロ
 .ック違どする后めユ三、弓ユ3日に徽;ミされ一党。こ①加工

}23・



 鵠によって大宰産か'つ拍節の名戸を全鍾に博し。数多くの
 加土技術者を郡窄に芋ってきたのであるが、敢う・と打され
 ていく姿を.見ていると惜跳の威一じおであった。

 今,構内に拡鐙築壷材が山鐙し、鳩首I葛く新加工場.度ぴ

 漁具倉庫(唖30ハぜ?93坪)の建築に散り掛っている

 が・完岬来.官戸二月と云うf.
 ・ψ襟工←;た実験室・養魚畔箏1㌣訳として充実レ
 ・た.施設坤騰、芦.れるこ午にたり'・率・1綱の自覚も更に高
 まるのである。

 △いよレ・よ師走も間近が,諸見の御憾斗を祈って止みません岨

 .・(ユ1`一■9G・S書己;)

 薩南海域かじき、.まぐろ延縄鮒

 ユ。月分矛25報
 十0月中鹿児島入港船は軍5隻で、前月ユエ隻琴前年■0

 '月毎ユ3隻に比ぺ'可庫ら多くだり活況をなしてき・一る。
 漁場は前月に引続き、葦坦西方沖のくるか亡き漁場にも多
 坤糾ているが・痩幸郡海のさ娃梅苧中咋にともたい。

 (亭林・g予.漁区)しろかじきを主目的に紬と変bい轄
 下して(280～3ぴ汎ユ肌㌧■蝸咽)上物を2.～3%前後
 の鈎獲牽で一日しろかじきを・・勃後・.巾には・・恥鰯

 獲されて摺り、二航海印普運上働を・ト巨一◎星ニナメ類
 を.50～?θ尾の漁事で好漁を続けて。ポ老何
 ・体長はしろかじぎで大部.押一ゴ・いユ・㈹で体重砿

 “刈岬と6つ、ソー竈帆それぞれモードが見られる・
 なふ・沖縄率方和はき鮒を一自的とした出漁船が砂れ
 可成g好帥ムしている。=j
 (文責・・漁楽部櫨留)

一.旦4一



自昭和33年10月1日

至昭和33年10月31日

第一段

第二段  かじき・、まぐろ漁獲尾数
 かじき、まぐろ釣獲率
 ()内はサメ類を含む

第四段 漁場番号



呆流魚
'〃 、〃

 魚は魚を呼ぶ

水産課上村高

 'さばハ未歯漁船紅昭和25,26一年頃近海漁薬のスタ㍗

 と戸て咋竿近砧覇漁馳デー千一一し花千いの純一
 ,、奪わ一期6頂点として各漁繕も漸次この漁1湯か・姿を消し
 .1く・い㍗・然し叉'昨年あたりからこのハ禾釣漁墾の黄鐘
 .一.妹ヂ1再来したかのような観があ糺今国の一呼軍気は運支
 那拓にお一けるサバ資源の発見がもセらし牟轄果であると思

 =ラが・矛二物堀合と遼?てサバ輔船の率摸が犬字化し
 ・て'、る魚や.かつお、まぐろ漁船が兼薬として.これに従事
 して。,0・ること.である。

 このような事態砿サバ跳釣・撫薬による収益率が高いから

 ,三二あつ÷。帥船を狐榊魚を呼ぶのである艘測ち娃
 準・の成舶が詰ければ馴・ほど礁船や嚇鯛純対する設
 ∵.傭蝉一が強如充され、それぞれの和蘭雛砿な1一綱投
 .知轄Iと鰭るのは餉常であ机私共舳ずれの事無
 拘由ずそれが浸高の景気の時、・新にこ一の事窯を深追いする

 .已と砿既に単牟である粥を数多.く見てき定ことを靴.る
 時;現荏一が騒も蟹戒すべき時期ではなかろうか。

 サパ.魚唆サパ魚を呼んだ嵩果は生産過剰に'なる一・ことは必

 然…であり.その連鎖反応は流通間竈を提起オる。具体的.把

 云え牢'魯服のコス1葛岬蟹で尭るがこg一鯛維持の対
 欝とし一て泄政治的方擁も必要であるが基本駒に砿自主的に

 新しい商品需要を?くり出し・脅袴のバランスを図るこξ.で

 ある。Iこのた.めには消費施場の1擢査、商品許琿。販売網の

 慧手討、'飯帝準進を一まと・磨把.し記マー一ケッテイソダが必要

 である。それに賦爲在のよう在鮮魚や矛・'次加工率度の碩
 晶でIなく、.新技爾に基戸・把薪し・い嗜好晶と,して近1代1人b蔵

も

 覚と実生活にマッチしたより高度の簡晶午;脅造すべきだ一と
 考える。と砿云うもの三その高度の技豚、1、投下資本カ;漣

二一一26一



 芦能力がまた簡甑乍机これが搬につい㍗識呼子.
 え臥系統鯛を癌化しこ平を中・、として.協力師1を鐸㌣
 ・して靴・あたるか・ま呼犬蟹本分至の系卵馳て㍗
 遼を切開くか;一二つ卵子つしかないので煤牟苧亭?カ㌔二.

 綱枇呼ぴ・鰍魚を呼ぶこ岬牟は発展叩郵㌧
 て域々に暉軍を撃ってくれる苧竿臥.この興岬即.率㌧
 .追い藩す魔力を秘め㍗ること坤れて㍗宇牟ヅ昨
 こ・と一だと層え・るゾ∫1.・、.・.・、..一.

 .象∴炎・1女バ漁況≡

 .__I碑繋∵郵・'

 繋練ユニ㌘漁?∵∵㍗㌣㌻
 激混・嫡半1時化続きの妬め低調であろ沈雌牛I拳紅牟

 われ一期苧一0j3一下工50。・メ・の・・漁師している哨欝率郎一

 業二一二二㌣ぐ叩㍗1?丁榊㍗
 魚群植艦漁・朝丘比較すれば小一さく櫛付もやふ一むら郡ある=。、
 今穣漁場往海況の変化と一共に汝矛に牽西に一移動すると共に
 漁玩も・活発になることムー颪う。

 ユO月中衛の漁場は煎毎と犬差なく3・C2.・5,05区.で

 操業さIれたが喧1後半少し際、垣狂二移動し5ユ3区に二て・や土好

 嵐を・淑めているが漁況揃前半(ユひ～工4日)猛かなり滝
=・r27.・



 発となっている。水温ば2坐5～2㌧2「Cを示1レて・昨二年より.
 ■三～2高昌である。

 ・魚紬マ7けパが多ミ.鮒も恥!藍があザ漁場贈干・
 5■3・5■4・及び一5125一を中心と'した中簡彊氷の潮境方

 畔一漁場は細さ加と肋丸糺現在の漁鰍中間暖一水域
 に形成されてレ・る。

 ユO月下旬紺505漁区が1次矛に竃西に移動し5・■.3・

 5ユ4・525段が漁場と法っ～.今旬は昨年と比較して低

 調でありユ晩…メ～“・メの漁をなしてレ;糺漁場水、
 温脱2ぺO代を示し例年より1㌻2℃高目を示している。今

 後海況がこの状態が鰯けばこふ当分中間暖水域の5・26区を

 声心と・した漁場が続くと思われる。

鹿児島港入港鉛水揚調査
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10月下旬
 (()内は昨年同期)
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No.

鹿児島港調査

漁況調査表

調盛期間
 自昭和33年ユO月ユ.日

 至昭掬33年1し、一〇月3ユ日

 調=査船数2、ダ・隻
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分場日記

 ユO月ユー工賃本節■鑑かび。付開始1一.ミ・一.,.

 マヘ入工I琴第研究(ユエ月■O昌まで)
13目奄美幸竿綬6年生200名場内見学
 ユ5唱～ユ“寛矛一?次サノゴー漁喋調査

 易。日養魚道鯛査(瀬戸一内靭嘩寮)

 鳥一ユ日・亀錨出祷(焼津かつお鋼水産加工.趨一合えび∵
 Iす講醸銅壷晶)。かも1め,カ1・鹿児島,～遡・騎、、.=.

 28月鹿大水産学部和田財教鍾マヘ研魂毒終えfで1

 30日・.墾田本藩長外・2名.爽場

 ユエ月・千日丁一ユ3・マヘ研究発表及ぴ業務違絡(雛鳥
 新飼技師)(8目、日本水産牽会允柵支、部、。一

 大会に・於て研究発表).・一一一、∴一一・二
 6日・かもめ凡才一次瀬魚一本釣漁薬試I験'ぺ1鎮・藩1.

(鹿児島港)

 ㌣日～ユ3日加工場撤去作・薬一・…1・.

(瀬戸内町嘉鉄巌家鼠麓孔)一

各部日記

養殖部

 ■五月ユ4目一くろちよう日々{希除…一

 ユエ月ユ6日～ユ?日露海区プロツク会二議

 .挺高知市(兆山出席)・
 i■月258ぺ2一一杉日

 西海底格葦費・彊,海況、漁況予報会議.及び

西日本沿革技術違絡会議於長崎市(小松)

 一浅海増殖癌果調養。懸・子鳥(調査貴、江田.)
 ユ星場.ユ須一I素4サレ大発生。錘気の水温降下せず.

 観在ユ8～ユ9℃
 一5■}



 ㌃多い日つ争ひ三成熟調∵一回目....1 中g日山増∵.去・せ 1!月15目く㍗よう呼ザ
 製.造部一一。.一。1、∴・;1・∵二け、、、

 .喜.三月ゴ・日・1ピ・ジ1一∴j・lll・一・…1…㌔一心
 二霜岬プ・ロック会議1出席のため製餓最高知へ(耳醐.

 本県より乾燥機、フイツμソ以!ψ純つき二間題ミ、.
 点を提示す。ご。い、㌧

 1ユ月工・目～ユ・・月工妻日・一・一…l1寺
 ソーセージ製造一試験。'

 原紅魚あ大小によ1生ずる歴の強弱につ・1=て試竿を曇.・
 する。

 ■ま月■9日

 大鮒場繍設衡.予鯛係打合せ.の走あ、分揚長及'・
 ぴ・石挿技師来訪。・

 工i月島・戸・・
 本年度後半期事業の推進大網を色議す一、.
 問題点一;、.

 〕一箒羨塩の油焼防止試験・。・・亨=ニト
 え小ア多.小エピの加工商品化

 K懐製品の足…⊂っレ・て

 4乾娃機.ゐ応履
 5圧搾節の加工基本施設にっい'て

 ・・月州瀬戸内町永井氏かつ一平卵工技鯛の1号につ
 いて・来訪

 、H一月工日指宿市石儀技師1二かさ夢加工打合のため来場
 ユ2月6日～9日

持球蛙劾桑試験

 ・.易月すポ'一一..・.二1・∵・・.い㌧.



漁業部

 ■ユ月一ユ目鯛丸矛3次蘭方アクロ漁業弾蜻
 鯛苧岬ためり・月…r帰』港一

 ㍉千ユ月8日ちどり丸矛5次瀬魚立縄釣漁業試験出港
 ユ■月ユ9日帰港

 ユ]一月1p目～工z'日

 水産繋技術改良普及麺海産ブロック.会議及.

 .、㌻.、ぴ師研究騒雫会麗鰹

調査部

 工1月・千・・日一1・{=1月々I・.蓄率轟縄奪費料呼
 翻舳㍗素1ダr・・玲㍗・l1竿
 鯵・月事冒ニエ芦即目鯛良靱率蒜1溜養1一
 ユ易月3目・づき叫員。熟度調一義

 ÷・月・員～工曇・月ユ.・目'㌧、.岐
 中根蓄養一鰯壷・雫欠如舛坤千維)、

∴33`



編集後記

 体1験と蒲想を_蜜言替,ミざ、曲兜㍗9一奄力、芯.吋'網産・蛙1:ち助パなぺず三段

 りと水産への錐載〆練桑笛地。般手・議藁瑚、簸・笠と欄気つ

 づかず瓦解のやむな;きに垂る。

 漁伺.を慶訪レてこの蘭の翻少なからず放置する肥拡

 あまりにも惜しい。

 r魚砿魚を呼ぶJ一の果流魚.山中納猟騎への頂門の

 一針、水産課上桐氏の弁。

 樹下石上う㌧しお■蝪嘩柵場賃稲一寄一り廣一始釣装置を狭遷に

 操作_して、編集∴印一制.魏布''連作難を果す。禦・蟹玄

 抽ぱ35号となる壱うしお末だ弱気乏し・く、赤銅=色

 には饅遠し。冷後海上1讐棟と栄養を必要とす6編者・

 同年末の戚である。

編集部


